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１ 基本方針

⚫ 地域共生社会の理念が提唱されて１０年を迎えようとする

なか、国においてはこの間の取り組みの成果を評価すると
ともに、より実効性のある事業展開や新たな課題への対応
等の検討が進められています。

⚫ そこでは、人口減少局面と少子高齢化、地域コミュニティ
のつながりの希薄化が一段と顕著となる地域社会の状況を
踏まえ、社会(ソーシャル)資本(キャピタル)としての地域
社会が有する様々な機能の醸成（重層的支援体制における
地域づくり）や身寄りがいない高齢者等への支援（新たな
権利擁護体制）が強く求められています。

⚫ この間、柏市社会福祉協議会では、令和４年度から柏市と
ともに社会福祉法に基づく重層的支援体制整備事業に積極
的に取り組んできた結果、相談支援・社会参加・地域づく
りの各分野において新たな事業展開を図ってきたところで
す。

［事業計画２頁］
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⚫ 令和８年度においても「第５期柏市地域健康福祉活動計
画」に基づき、さらに効果的な事業展開を図るため各種施
策を着実に推進します。

⚫令和８年度は、「地域づくり」の要となる地域担当職員
（コミュニティ・ソーシャルワーカー）の専従化及び地域
いきいきセンターの増設により、新たな地域活動者の発掘
（できるの貯金箱）や参加支援の取組み（重度化予防の伴
走的支援）など地域支援機能の充実を図ります。

⚫また、身寄りがいない高齢者等への支援など、新たな課題
への対応については、国における法改正や検討状況を把握
しつつ、柏市に適した支援体制の構築に向け調査研究する
こととします。

⚫さらに、近年における食品や生活物資の高騰による生活困
難世帯等への支援として、食材保管庫を活用した「食の支
援」や基金を活用した生活支援などの取組みを通じて地域
共生社会の増進に努めてまいります。



２ 重点的な取り組み［新たな取り組み］

①外国人介護人材等の定着と多文化共生の促進

［事業計画書10頁／活動計画策定推進事業］
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介護現場における外国人雇用のノウハウを共有するとともに、
外国人本人と家族が安心して暮らせる地域づくりに取り組み
ます。

［取り組み］
・外国人介護職員、主任職員、法人経営者を対象に研修等の開催
・支援者向けQ＆A作成
・社会福祉法人等ネットワークに参加する法人との連携事業として実施

外国人介護職員対象アンケート（R8.1）市内社会福祉法人６法人３４名から回答
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２ 重点的な取り組み［充実・強化］

①コミュニティ・ソーシャルワーク機能の強化
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地区社会福祉協議会を始め地域福祉活動の支援強化のため、
地域担当職員を専任化し、生活支援体制整備事業における生
活支援コーディネーターとして増員を図ります。

［取り組み］
・地域いきいきセンター機能と連携して実施
・全地域に配置

CSWは地域の状況に応じて
地域単位で多様な団体や個人
等との連携・協働を促進

住民主体の
福祉活動を活性化

［事業計画書11頁／地域福祉運営①］



２ 重点的な取り組み［充実・強化］

② わたしの望みノートの更なる普及とフォローアップの充実
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地域包括支援センターとの連携やフォローアップの充実を図り、
わたしの望みノートの更なる普及と活用の促進に取り組みます。

［取り組み］
・地域包括支援センターとの連携（アルツハイマーデーや認知症カフェ等）
・多世代が集うラコルタ柏（多世代交流スペース）での終活応援ルーム「のぞみ」
の開催

終活応援ルーム「のぞみ」相談場面

［事業計画書19頁／企画広報事業②］



２ 重点的な取り組み［充実・強化］

③ 要支援者等の重度化予防支援の拡充
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介護保険の要支援者や総合事業の該当者の自立支援・重度化予
防のため、地域包括支援センターと連携して、対象者の心身の
状態や希望に応じた身近な地域資源につなぎ、社会参加と生き
がいの創出に向けた支援を行います。

［取り組み］
・対象者が社会参加しながら自分らしい生活を維持するための伴走支援
・令和６～７年度のモデル期間を経て令和８年度は全市域で実施

対象者

いきいき
センター

地域包括
支援センター

ひとりで過ごすことが
多いから、誰かとお
しゃべりできるとすご
く楽しいの！

お近くに〇〇サロンが
ありますよ！
一緒に行ってみませんか？

［事業計画書13頁／生活支援体制整備事業］



２ 重点的な取り組み［充実・強化］

④ 地域いきいきセンターの増設
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新たに13か所目となる柏の葉地域いきいきセンターを開設し、
地域の身近な困りごとの相談、支えあいやボランティアの推進、
地域づくり等を行います。

既存のセンター開設地域

［スケジュール等］
・令和８年度上半期に開設予定
・開設場所：ららぽーと柏の葉内
・職員体制：専門職2名配置

［事業計画書11頁／地域活動拠点事業］



２ 重点的な取り組み［充実・強化］

⑤ 成年後見制度等の理解促進の充実と強化
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出前講座のアンケート結果や関係機関の意見を踏まえた講座内
容の見直し、福祉や医療職への本会ホームページ掲載動画の周
知等により成年後見制度の理解促進の充実と強化を図ります。

［取組み］
・利用者アンケートや関係機関の意見等を踏まえた講座内容の見直し
・終活に関する講座内容の充実
・福祉職や医療職へのホームページ掲載動画（成年後見制度等）の周知

アルツハイマーデーでの制度理解の促進 講座風景

［事業計画書31頁／成年後見利用促進（中核機関）事業］



２ 重点的な取り組み［充実・強化］

⑥学用品支援の充実
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スクールソーシャルワーカー等との意見交換を踏まえ、生活困
窮世帯等の児童生徒への学用品支援について、ニーズに基づく
学用品の見直しと充実を図ります。

［取り組み］
・中学生へのジャージ（上下）と上履きを支援品目に追加
・小中学校への支援品目の見直し（ニーズ調査等の実施）

体操服ランドセル

［事業計画書28頁／緊急援護金支給事業］



２ 重点的な取り組み［調査・研究］ ［事業計画書4頁］
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③ 沼南社会福祉センターの在り方と維持管理の検討

築２５年を経過して、将来的な維持管理費の増嵩が見込まれる沼南社会福祉セン
ターの在り方と計画的な点検・修繕等の財源確保について検討します。

① 活動計画アクションプランの推進

アクションプラン１７の取り組みの中から次の５つの項目について、組織横断的な
プロジェクトを編成して効果的な推進方策を検討します。

ア 地域福祉活動の支援と多様な主体の連携促進
イ 住民主体の支えあいと多様な居場所への支援
ウ 地域組織や民生委員児童委員等と連携した支援のネットワークづくり
エ ネットワークで支える孤立・孤独対策の推進
オ 住民や関係機関とのネットワークを活かした災害時の支援体制の確保

② 身寄りのない高齢者支援事業の検討

令和８年度に想定される社会福祉法の改正（日常生活自立支援事業の拡充）等の動
向を注視し、柏市や県社協等とともに具体的な事業の実施等について検討します。



３ 予算の概要
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①法人全体及び事業区分別の予算

前年度 令和８年度 前年比（増減） 増減率

内部取引消去なし 1,194,710 1,160,131 ▲34,579 ▲2.9%

内部取引消去あり 1,142,140 1,123,711 ▲18,429 ▲1.6%

［法人全体］

［事業区分別（内部取引消去なし）］

単位：千円

前年度 令和８年度 前年比（増減） 増減率

社会福祉事業 961,871 910,477 ▲51,394 ▲5.3％

公益事業 232,839 249,654 16,815 7.2％

［予算書34頁］

［予算書40頁］
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②予算の内訳 単位：千円（内部取引消去なし）

収入

３ 予算の概要

1,160,131
前年比

▲34,579

会費 35,100 3.0%

分担金 20,038 1.7%

寄附金 4,000 0.4%

共同募金配分金 20,104 1.7%

補助金 452,537 39.0%

受託金 440,265 37.9%

事業収入 45,671 4.0%

積立資産取崩 16,219 1.4%

その他繰越金等 89,777 7.7%

内部取引 36,420 3.2%

［予算書34頁］



人件費 736,477 63.5%
事務・事業費 223,015 19.2%
分担金 20,038 1.7%
貸付事業支出 28,010 2.4%
助成金・負担金支出 43,768 3.8%
固定資産・リース債務返済 8,091 0.7%
積立資産支出 7,312 0.6%
内部取引 36,420 3.2%
その他予備費等 6,000 0.5%
次期繰越 51,000 4.4%
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1,160,131
拠点区分別

1,160,131
勘定科目別

支出

３ 予算の概要

単位：千円（内部取引消去なし）

(社)法人運営事業 283,716 24.5%
(社)地域福祉推進事業 415,353 35.8%
(社)共同募金配分金事業 20,104 1.7%
(社)施設管理運営事業 99,086 8.5%
(社)資金貸付・基金運営事業 92,218 8.0%
(公)施設管理運営事業 24,537 2.1%
(公)在宅福祉サービス事業 225,117 19.4%
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［収入］

●自主財源のうち会費収入について、住民団体会費は同額、特

別会費と賛助会費で150千円増額を計上

●補助金は前年より9,544千円の減、受託金は1,204千円の増

●積立資産の取崩収入は4,677千円の減

［支出］

●受託事業等の終了に伴う職員の退職等により、人件費は

6,752千円の減

●事務事業費も上記の影響により、5,898千円の減

●各積立資産（基金含む）への積立支出は6,394千円の減

［当期末支払資金残高］

●令和9年度への繰越金は、前年度より減少する見込み

（▲3,000千円）

３ 予算の概要
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③事業別の主な増減
単位：千円（内部取引消去なし）

※事業の記号は「事業計画・予算書」の記号

３ 予算の概要

[社]  法人運営事業

ア 法人管理運営事業         ２２，９９６千円

職員人件費の増（24,680）／業務委託費支出（地域活動館原状回復、人事管理システム

導入等）（4,976）／ファイナンスリース債務の返済支出（2,524）／積立資産支出（退

職給付引当資産等）（▲6,044）／当期末支払資金残高の減［次年度繰越金］（▲3,000）

 [社]  地域福祉推進事業

ア 地域福祉活動推進事業 ▲５８，４２３千円

職員人件費の減（▲52,987）［地域福祉運営（▲129,624）・地域活動拠点（53,535）

重層的支援体制整備（1,995）・生活支援体制整備（23,742）］

地域活動コーディネート支援事業の受託終了（▲1,993）／通いの場補助金減（▲1,350）

心配ごと相談事業の終了（▲857）

イ ボランティア活動推進事業 ３８，２１４千円

職員人件費の増（39,269）

［予算書65頁］

［予算書70頁］

［予算書73頁］
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エ 子育て支援事業 ▲２４，７７５千円

地域子育て支援拠点事業・利用者支援事業の受託終了に伴う人件費の減（▲21,263）及び

事務事業費の減（▲2,779）

 [社]  施設管理運営事業

イ 老人福祉センター管理経営事業 ▲３４，３５７千円

柏寿荘指定管理事業の終了（▲34,747）

 [社]  資金貸付・基金運営事業

ア 資金貸付事業 ５，３８６千円

貸付金支出の増（2,450）／特例貸付受託事業費の増（2,700）

イ 基金運営事業 ▲４，４０９千円

セーフティネット基金からの取崩を財源とした内部取引の減（貸付金財源）（▲4,810）

 [公]  在宅福祉サービス事業

ウ 地域包括支援センター受託運営事業 ７，４９７千円

職員人件費の増（7,067）

３ 予算の概要

［予算書77頁］

［予算書83頁］

［予算書85頁］

［予算書87頁］

［予算書95頁］
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